
地球温暖化対策実行計画 平成 30 年度実績値 

 

平成 30(2018)年度の町内公共施設などの温室効果ガス総排出量実績値 

 

■温室効果ガス（二酸化炭素）の排出実績 

基準年度：平成 25(2013)年度 2,841t 

年度 排出量（t） 平成 25(2013)年度比 

平成 30(2018)年度 2,602 8.4％減 

 

■その他の削減目標実績値（コピー用紙） 

基準年度：平成 25(2013)年度 315 万枚 

年度 使用枚数（万枚） 平成 25(2013)年度比 

平成 30(2018)年度 351 11.35％増 

 

■その他の削減目標実績値（上水道使用量） 

基準年度：平成 25(2013)年度 68,725 ㎥ 

年度 使用量（㎥） 平成 25(2013)年度比 

平成 30(2018)年度 75,445 9.78％増 

 

■実績概要 

二酸化炭素排出量は、基準年度と比較して 8.4％の削減という結果になりました。目

標となる令和 12(2030)年度の 40.0％削減に向けて、着実に排出量の削減が進行してお

ります。 

二酸化炭素排出量の削減には、事務室内等の適正温度化や照明の不要時における部分

点灯や消灯、クールビズやウォームビズ、公用車のエコドライブ等、地球温暖化防止の

心がけが何より大切です。今後も環境意識向上を図り、地球温暖化防止対策を推進して

まいります。 

 


